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小学校　生活科1、2年生
地域とのつながりをもって　
「ひろげよう、とどけよう　わたしのおくりもの」

作成者：東京都府中市立府中第十小学校　教諭　鳥居惠子

【小学校生活科授業での実践事例の活用】
　1年「ぐんぐんそだて」
　2年『大きくなあれ、ひろがれ、ぼく・わたしのおくりもの』

＜教育現場での花育と地域への発信＞

　花育実践者が、授業の流れのいくつかの場面に参画す
る場合、教育の趣旨を理解し、見通しをもって実践して
いただく一助になればと、指導案を基に参画場面を想定
してみました。
　教育実践には、常にビジョンがありその時々のねらい
があります。
この実践の形に、「子どもの豊かな成長を願う精神」を
吹き込んで実践して頂けたら幸いです。

　＜紹介する2つの実践＞
　　○上級生から下級生へ「タネで命をつなぎ、植物（命）を育む思いをつなぐ」
　　○�学校が「地域の人材とともに、植物を育てる」ことを通して子どもを育て、豊かな生き方

を地域へ発信していくと言う教育実践者の思いが込められています。

＊�学校又は長期間学校とかかわって実践される方には、指導案全文を参考資料として記載しまし
たので、ご活用ください。

■ 対象者・人数： 小学校低学年　　クラス単位または学年単位
■ 所要時間：45分の1単位時間及び放課後（全体の指導計画17から20単位時間のうち）
■ 対象場所：教室、実践校の校門前、
■ 指導者： 1名（花育実践者、担任等）でもよい。�

ゲストティーチャー（花育アドバイザー、地域人材）等数名の支援があれば望まし
い。

生活科「フラワーアレンジ」授業風景
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［事例1］ 1年生の実践「ぐんぐんそだて」　
1.ねらいと教師の願い

・植物に愛着と関心をもって、工夫して最後まで大切に育てることが出来る。
・植物の変化と成長、命をもっていることに気付き、楽しみや喜びをもって育てることが出
来る。
・植物を育てることを通して、友達、異年齢児童、幼児、地域の人等たくさんの人と触れ合
い、喜びを伝えあったり、学び合ったりすることを体験する。

2.活動内容

①２年生から昨年育てたアサガオの種をプレゼントしてもらい、大切に育てたいという意欲
を高める。
②アサガオ集会などを開き、２年生や専門家に教えてもらい、育てる事への関心を高める
③ペットボトルでマイジョーロを作ったり、自分のアサガオに名前を付けて、愛着を深めた
りする。
④間引きしたアサガオをどうしたいか、話し合ったり、どの様に処理できるか専門家に教わ
ったりして、入学時お世話になった６年生や園児、地域の人々への朝顔の苗をプレゼント
する。

アサガオの種から芽が出た お世話になった保育園にお手紙を
読んで、アサガオをプレゼント

学校の前で、苗をプレゼント

⑤咲いたアサガオを思い出に残すために、押し花を作り、�
しおりやカードにする。

⑥来年の１年生に種のプレゼントをするための袋作りをし、種を保存する。
大きく生長したアサガオ押し花で作ったしおり
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3.花育実践者の参画

このような学習活動の流れの中で、②、④、⑤の授業場面に、学校関係者ではない、
専門的知識や技術を持った花育実践者の参画を現場は求めている。

②の場合………アサガオの育て方の紙芝居やパネルで、ポイントが印象に残る話をする。
④の場合………�間引きした苗を「花の苗」と言う意識でプレゼントとして仕立てる指導が

期待される。
⑤の場合………花育副読本「おしばな」を活用した指導が出来る。

［事例2］ 2年生の実践「大きくなれ、ひろがれ、ぼく・わたしのおくりもの」
　1.ねらいと教師の願い

・植物に愛着と関心をもって、継続的に世話をすることが出来る。
・植物の変化と成長、収穫の喜び、命のつながりに気付き、楽しみや親しみをもつことが出
来る。
・植物を育てることを通して、たくさんの人と触れ合い、地域の自然や、地域の良さにも気
付き、喜びや感動を伝え合ったりすることを体験する。

2.活動内容

①地域の散歩などを通して、春一番に育てたい植物を選び、種から育てる事への意欲を高める。
②苗床の用意や、自分の選んだ植物を育てるにふさわしい鉢を準備する。
③ペットボトルでマイジョーロを作り、毎日継続して世話をする自覚をもてるようにする。
④たくさん育った苗をお世話になっている地域の人にプレゼントするイベントを計画し準備
をして実施する。

地域の消防署の方にプレゼント最寄りの多磨駅の方にプレゼント
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⑤町会や自治会の方々、保護者にお願いして、チラシの配布や、ポスターを貼る場所への協
力をしていただく。

⑥収穫した植物で作品（押し花カード、しおり、リース等）を作り、遠くの人（祖父母、被災
地の学校、その他かかわりのあった人々）へも送り、育てた喜び、収穫の喜びを発信する。

3.花育実践者の参画

このような学習活動の流れの中で、②、④、⑥の授業場面に、学校関係者ではない、
専門的知識や技術を持った花育実践者の参画を現場は求めている。

②④セットで、日にちを置いての授業参画が望ましい。
「花育読本・種から育てる花壇苗作り」（当協議会平成26年3月発行）を活用し、２回指
導の機会を設けると良い。
＜その１＞�苗床作り、その後の手入れの指導（１〜２単位時間）
� （苗が、育ったころ、もう１時間設定する）
＜その２＞�プレゼントになる苗の見極めや鉢上げ指導（１単位時間）

⑥の場合………育てた植物が、複数で作りたいものも複数であることが多いので、小学校低
学年用の「花育副読本」を活用し、出来れば複数の花育実践者が指導に入ると理想的。

＊毎日休まず続いている教育活動に、変化と新鮮さをもたらす貴重な機会として、学校現場
は外部指導者の導入に積極的です。特に生活科や総合的な学習の時間では、「本物に出会
う機会」を特に大切にしているので専門家をお招きすることが多くなります。

その一方、授業の流れを十分にお伝えして、担任と同じ側に立ってご指導いただくこと
の難しさも存在します。このセクションが、花育実践者にとって少しでも学校教育の中で
の花育の位置や趣旨をご理解いただいて、授業に参画していただくための一助となること
を願っています。
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